
法 ， 清報 支援モデルの 研究 

0 有村啓司 ( 北陸先端科学技術大学院大 ) 

なじめに 

近年。 高度情報通信ネットワーク 社会形成基本法 

(IT 基本法 ) の施行、 E づ ㎝戦略の策定に 伴い、 電子 

政府実現が推し 進められ、 行政手続きや 公文書の電 

子 化が行われてきた。 また爆発的な IT 化の進展に伴 

上 でも 法 情報関連のサイトは 増加傾向にあ 

る 。 現在、 電子的に公開されている 著名な法令 デ一 

タは 総務省法令データ 提供システムであ るが。 この 

システムが公開対象としているのほ 現在施行されて 

いる法律を原則としており、 改正を経た法律に 関し 

ては、 改正後の最新の 条文しか検索されない。 換言 

すれば、 法改正によって。 改正以前の条文情報 は埋 

没し、 改正前の法情報の 入手が妨げられている。 

これほ、 このシステムが 更新型のデータベースで 

あ ることに起因しているためであ る。 法 情報におい 

て 、 改正前の条文は 改正を経た後においても、 条文 

としての役割を 完全に失 う ことはなく、 直近の条文 

のみが必要とされるとは 限らない " 例 としては、 法 

改正前に行った 行為について、 法改正後に基準の 変 

更が生じた場合などが 挙げられる。 したがって、 た 

とえ改正前の 条文であ っても、 法律が効力を 有する 

時点においては、 情報公開がなされるべきであ り、 

そのための手段としてのアクセス 環境を保障するこ 

とは、 必要であ る 

また、 法令の独特な 言い回し、 語彙の仕様により。 

一般人の法令 D への アクセス環境はこれまであ ま 

り整備されていなかった。 そこで本研究でほ。 法政 

正時に埋没する 情報を時系列的に 残す、 専門用語を 

知らずとも法文の 関連語から検索可能なエンジン 構 

築という㌘つの 目的から構成されている 

法学支援の先行研究としてぼ、 カナダのタスマニ   蝕 act と呼ばれるシステムが 法 情報 

        。 公開支援という 目的を持って 開発され、 実装 

運用されている。 また Enact システムは w 

物が公開されるため、 情報が早いメリットが 存在し 

ており、 新しく制定された 法律、 改正された法律が 

Enact の稼動により、 Web ソースながら 公式な配布 

物と同列に扱われているためペーパーレス 化に繋が 

っている。 日本の場合は 法令データ提供システムが 

実装され稼動しているが。 紙媒体であ る官報がオフ 

ィ シャルとされており ぷ -J" 戦略の目指した ぺ一 

パーレス化の 促進には繋が 

情報をオフィシャル な 刊行物として 扱 う た 

めには、 どのような機能を 持たせることが 必要なの 

か 、 今回の研究でほ 探ってみることとした。 先ず考 

えたのが、 過去の情報も 遡って見られるアーカイブ 

としての機能が 必要であ る。 そこで、 時間を越えた 

法 情報の把握という 点 より、 時間軸に沿って、 、 法 

文の改正過程や 改正内容を鳥 轍 的に概観できる 追跡 

ム では改正があ った 

場合、 上書きで抹消される。 その概念を表したもの 

であ る。 図 2 では る での上書きではなく 

一部改正文をⅩ 五 形式，で記述し。 その部分に関し 

ては。 履歴が保存されるようになるモデルを 表して 

いる。 このシステムの 実装を行 う ことにより、 どの 

箇所が改正になったのか 可視化できるようになる。 

ど ld Wde We も Co ぬ s0 ㍗ ぬ辿田 

で提唱され、 勧告されている 蕊 ㎡の発展 版 でもあ り、 ht@nl 

のように決められた 構文、 タグを用いる 必要がない。 タグ は 

自由に決めることが 出来る。 また、 : ぬ几はどんなデータで 

も記述できるメリットがあ り、 例えば く N, 咄な E ノポチく / 

NA 孔 Ⅱ ノ のように。 タグをつけると。 @ 前は ポチだ 」と ヂ 

- タ として認識してくれる。 次世代の恥 現 B 標準化技術であ 

る。 無甲 77w Ⅶ 薄碑 3.Ore 億 参照されたい @61 
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図軋 現行のシステム U 上書き方 ) 

現状でほ法令のどの 箇所が、 いつ改正されたのか 

が分からなかった。 法令データ提供システムで は 、 

前回改正があ った年度のみが 記してあ り、 衆議院の 

EB サイトを参照すれば、 前回改正された 法律のみ 

らば、 追いかけることが 出来る。 改正が 2 度以上 

のものについては 探すことが非常に 困難になってい 

たのであ る。 今回の設計試案では、 Ⅹ 

つ 改正されたのか、 という ィ寸 ； ロ 情報を盛り込んだ 図 

酉 のように構文設計を 行った。 こ ほ 。 これから 実 

装を予定しているアーカイブ 作成補助としての 目的 

に 基づいたこと、 そして最終的に 意味づけシステム 

との合体によって、 法 情報支援システムとして 構築 

を進めていたためであ る。 

現在。 単なる文字列情報にとどまっている 法令の 

専門用語、 これに意味づけを 行 う システムの提案で 

あ る " 意味づけを行な う ことにより。 法律に精通し 

ていない人でも 連想可能なキープード 等を盛り込む 

ことが出来、 検索を行 う 際の補助に繋げる。 換言す 

ると " 法律 界 では通常用いられる 法令専門用語と 日 

常的に普段聞きなれた 素人用のキープードを 双方向 

の リンクとして 実現し、 2 年度より実施される。 

国民裁判員制度に 役立ててもら ぅ ことを目的とした。 

図 2. 履歴保存 時 

案を行った。 

むに用いるメタ 情報に関しては 法律を作成す 

ることになった 由来。 出来事などをキーフードタバ 

として盛り込むことで、 一般人でも特別に 意識しな 

くても、 連想可能なものとしている。 法令用語を直 

接 連想可能な類義語などに 置き換えることも 試案し 

たが。 様々な学説や 通説、 判例が存在しており、 主 

観が入ってしまう 問題、 類義語によって 解釈に影響 

が生じる問題があ るため、 今回は行わなかった。 今 

回ほ 例 として図 3 に示しているインターネットとい 

う言葉からは、 著作権 法が改正され。 図 

著作権 法の中の公衆送信 権 が追加されたことが 容 

に 分かるよ う にⅩ 文の設計を試みた。 

公衆送信 権 は著 の 一部であ り、 平成 

改正と比較的新しい。 公衆送信 権 は インターネット 

の爆発的な普及が 原因で、 改正された経緯があ り。 

改正された箇所に " 改正タグ，追加された 箇所に " 追 

加タグ " 。 また、 改正の要因となった 出来事を " キー 

プ - ドタバ として盛り込んだ。 
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履歴保存システムと 同様に 、 Ⅹ 

技術を取り入れることで 可能となり、 

法文の関連語から 検索可能となる 検索エンジンの 提 
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本稿では 法 情報支援に関する 研究の現状と 問題点 

を 述べた。 その上で、 現行の情報科学技術を 用いた 

場合の利点とそこから 生ま 

今後、 システムの実装を 進 

どの研究、 考察を行っていく 

食用の コ一 パスとしても 視野にいれ。 今後とも研究 

していきたい。 法 情報の研究がより -, 層 成されるこ 

とを期待する。 

本研究を行 う にあ たり、 詳細な情報提供ならびに 指 

尊 してくださった 近畿大学の井出 明 助教授。 北陸 先 

端 科学技術大学院大学の 学生、 山下箸立 氏 らにこの 

場 をお借りして 深く感謝いたします " 
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このように、 制定。 改正時に起きる 社会的な出来 

事をキーワードによって 記述することにより、 同一 

趣旨で制定。 改正された法律を 可視化でき、 法と社 

会の関係性、 繋がりが明示的に 把握可能となった。 

ニ タグを付与したことで、 さらに理解促 

進に 繋がる " また グを も タ 付与したことによ り   

単なる文字列ではなくなり、 コンピュータが 意味と 

しかし、 今回は著作権 法を例として 用いたが。 著 

作権 法や商法の場合は 社会の出来事という 原因が経 

済ニュースとして 大抵騒がれるため、 分かりやすく、 

その結果として、 制定。 改正された事実として 直結 

するため探し 出す が 簡単だったに 過ぎない。 もし 

全ての法律の 改正 旨 。 要因を実際に 探し出すと か 

れば、 大変な手間を 要することになり、 法 情報の作 

成支援にはならないであ ろう。 

今後の課題としては、 改正要因の識別方法、 判断 

方法の確立、 最終的な法解釈。 法 記述内容に対して 

の 再 確認。 承認方法、 言語設計時における 構文。 意 

味 論のモデリンバ。 検証が必要であ り、 非常に課 

が多い。 
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